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九州国立博物館では、このたび、文化財用大型 X 線 CT スキャン装置（コンピュータ断

層撮影装置：エクスロン・インターナショナル社製）を導入した。文化財専用の CT スキ

ャン装置としては最新かつ最大であり、仏像であれば等身大の立・坐像まで高速・精密に

測定できる日本唯一のものである。

X 線 CT とは、測定対象物の断面を非破壊・非接触で画像化する装置である。撮影した

画像は透過像、断層像、三次元像として表示できる。九州国立博物館では、測定対象資料

を博物館で展示する一般的な文化財に限定し、その内部の構造及び材質の解析を主たる目

的として導入を決めた。これまでの試験運用の結果、なかでも木彫文化財の内部構造解析

にもっとも効力を発揮することが明らかになった。

本発表では、この装置の構成や特徴、これまでの調査例と成果について二、三の報告を

おこなってみたい。
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